
公Ⅰ-３ 公共的な空間における人間としての在り方生き方  

 

本日のテーマ 

善
よ

い生き方とは何かを考える方法、なぜルールがあるのか、が分かります 

 

キーワード 

□義
ぎ

務
む

論
ろん

と目
もく

的
てき

論
ろん

 

□功
こう

利
り

主
しゅ

義
ぎ

（utilitarianism） 

 

義務論と目的論とは、何ですか？ 

例
たと

えば、あなたはどうして募
ぼ

金
きん

をしますか？ 

「募金をすることは、正しいことだからです」。これが、義務論です。 

「募金をすると、人々の役
やく

に立
た

つからです」。これが、目的論です。 

 

義務論とは、何ですか？ 

「A することは、正しいです。だから、A します。」 

このように、義務論は、「正しさ」を大
だい

事
じ

にします。 

哲学者のカントが言った、定言
ていげん

命法
めいほう

の考え方です。 

 

本当
ほんとう

に、人々は義務論で行動
こうどう

しますか？ 

実際
じっさい

には、カントの言う義務論で行動しないかもしれません。 

すると、社会には、様々な不
ふ

公
こう

平
へい

が生まれてしまいます。 

それを解決
かいけつ

するために、いくつかの考え方が提案
ていあん

されました。 

 

１つは、政
せい

治
じ

哲
てつ

学
がく

者
しゃ

のロールズの考え方です。 

彼は、人々が「公正
こうせい

」を大事にして生活できると、考えました。 

具
ぐ

体
たい

的
てき

には、人々は、無知
む ち

のヴェールという状態
じょうたい

を想像
そうぞう

できると考えました。 

無知のヴェールとは、お互
たが

いの情報
じょうほう

（地位
ち い

・能力
のうりょく

・状 況
じょうきょう

など）について、何も知らない状態です。 

そのうえで、全員
ぜんいん

にとって等
ひと

しく必要
ひつよう

なもの（社
しゃ

会
かい

的
てき

基
き

本
ほん

財
ざい

）を公平
こうへい

に分
わ

けることが大事だと言いました。 

人々は、無知のヴェールを想像できる。だから、不公正のない社会が作れると、ロールズは考えたのです。 

 

しかし、実際のひとり一人の状態は、違
ちが

いませんか？ 

そうです。そのことを言ったのが、経済
けいざい

学者
がくしゃ

のセンです。 

彼は、実際は、ひとり一人の状態は、全く違うと言いました。 

例えば、健
けん

康
こう

、年
ねん

齢
れい

、気
き

質
しつ

など、全く違います。 

だから、必要なものは、ひとり一人違います。 

したがって、大事なことは、社会的基本財（全員にとって等しく必要なもの）ではないと、センは言いました。 

彼にとっては、状態が違うひとり一人が、力を活かせることが大事です。 

ひとり一人が、様々なことをする、様々なものになる能力のことを「潜在
せんざい

能力
のうりょく

」と言います。 



目的論とは、何ですか？ 

「A すると、B に役立ちます。だから、A します」。 

このように、目的論は、「目的」を大事にします。 

しかし、何を目的と考えるかによって、目的論は、２つの考え方に分かれます。 

 

目的論① 徳
とく

倫
りん

理
り

学
がく

 

徳
とく

とは、善
よ

く生きる姿
し

勢
せい

です。 

virtue 

「徳を持った人だったら、どう行動しますか？」 

これが、徳倫理学の考え方です。 

徳倫理学では、徳を持った人は、中庸
ちゅうよう

を大事にするだろうと考えます。 

moderation 

中庸とは、その場の状 況
じょうきょう

に応
おう

じた行動
こうどう

（一方に偏
かたよ

らない行動）のことです。 

actions appropriate to the situation (not biased to one side or the other)  

 

目的論② 帰
き

結
けつ

主
しゅ

義
ぎ

 

帰結という言葉は、「結
けっ

果
か

」という意味です。 

帰結主義は、行動の結果を大事にします。 

例えば、帰結主義は、次のように考えます。 

「A すると、人々が幸
しあわ

せになります。だから、A します。」 

人々が幸せになるような行動Ａは、良い行動だと考えるのです（功
こう

利
り

主義）。 

  

功利主義では、人々が幸せになるような行動が大事だと考えます。 

でも、人々は、他の人ではなく、自分の幸せが大事だと、考えませんか？ 

そうかもしれません。 

だから、功利主義では、人々が良いことをするように、制裁
せいさい

を与えることが良いと、考えます。 

give sanctions 

制裁を与えて、人々の行動を外からコントロールするのが良いと、考えたのです。 

これが、功利主義の有名な哲学者、ベンサムの考え方です。 

 

★社会にルールがあるのは、なぜだと思いますか。 

                                                                     

                                                                     

                                                                     

 

  



Public I -3: Creating Public Spaces Together (Part 7) 

Today's Theme 

You will learn methods for thinking about what a "good life" is and understand why rules exist. 

 

Keywords: 

• Deontology and Teleology  

• Utilitarianism  

 

What are Deontology and Teleology? 

Consider this example: Why do you donate money?  

• Deontology: "I donate because donating is the right thing to do."  

• Teleology: "I donate because it is useful to people."  

What is Deontology? 

This framework prioritizes "rightness". The logic is: "Doing A is right; therefore, I do A". This is 

based on the concept of the Categorical Imperative proposed by the philosopher Kant. 

The Pursuit of Justice: In reality, people may not always act according to Kantian deontology, 

which can lead to various inequalities in society. Philosophers proposed solutions for this: 

• Rawls (Political Philosopher): He believed people could live by prioritizing "fairness". He 

introduced the Veil of Ignorance—a state where individuals know nothing about each 

other's status, abilities, or situation. In this state, he argued it is essential to fairly distribute 

"primary social goods" that are equally necessary for everyone. 

• Sen (Economist): He argued that every individual's actual condition (health, age, 

temperament, etc.) is completely different. Therefore, what each person needs is different. 

Sen believed the focus should not be on primary social goods, but on Capabilities—the 

ability of each person to do various things and be who they want to be. 

 

 

 

 

 



What is Teleology? 

This framework prioritizes the "purpose" or "utility" of an action. The logic is: "Doing A helps with 

B; therefore, I do A". Teleology is divided into two main schools of thought: 

 

1. Virtue Ethics 

"Virtue" refers to the attitude of living well. It asks: "How would a person of virtue act?". In virtue 

ethics, a virtuous person is thought to value Moderation (The Golden Mean)—taking actions 

appropriate to the specific situation without leaning too far toward any extreme. 

2. Consequentialism 

The term "consequence" means "result". This view prioritizes the outcomes of actions. 

• Logic: "Doing A makes people happy; therefore, I do A". 

• Utilitarianism: This is a famous form of consequentialism which posits that actions 

resulting in the happiness of people are "good". 

Bentham's View on Rules: One might argue that people care more about their own happiness 

than others'. The philosopher Bentham suggested that to ensure people do good, society should 

apply sanctions. He believed it is best to control human behavior from the outside through these 

sanctions to ensure the greater good. 

 

Reflection: Why do you think rules exist in society?  

                                                                     

                                                                     

                                                                     

 

 


